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【清須市協働テラスのご案内】 

清須市では様々なまちづくり主体や市民活動に関心のある市民が集って、地域の

課題や情報を共有し、地域全体で市民参加・市民協働を推進するために「清須市

協働テラス」を開催します。市民活動未経験者の方も大歓迎です。 

お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。 

電話 052－400-2911（市役所代表） 

URL http://www.city.kiyosu.aichi.jp/shisei_joho/shisei_sanka/shiminkyodo/kyodo-terrace/index.html 
詳しくは 

ＷＥＢサイトを 

ご覧ください 

清須市市民協働 

マイプラン 

清須市協働テラス 検 索 
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本書は、市民や市職員を対象に、清須市市民協働指針（以下「指針」という。）

の副読本として作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

指針だけでは読み取れない市民協働が必要とされる社会背景等を盛り

込みました。   

その上で、読者（市民・市職員の双方）が 

 

 

 

巻末には、本書の読後に何か新しいことを考えてみるための「市民参

加・市民協働 検討マップ」をお付けしましたので、ぜひご活用ください。 

また、索引を付し、必要な情報だけを読み取る使い方にも配慮しまし

た。市民活動や市民協働を始めた後も、本書が折に触れて活用されるこ

とを願います。  

市民と市職員共通の協働ハンドブックです。 

[ どんな時に読むか？ ] 

シチュエーションの例 市民 市職員 

そもそも協働って何？と思ったとき ○ ○ 

市民活動は何から始めるの？と思ったとき ○  

   と思える情報提供を意図しています。

一言で
いうと

なるほど
やってみよう

はじめに（この本の目的と使い方） 
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索 引 

 

 

 

 

行政が市民参加や市民協働を

推進するようになった背景を

知りたい。[ P.4～7 ] 

自分のやりたいこと

に適した協働手法・

形態が分からない。 

[ P.13 ] 

協働の目的がよく分か

らない。 

[ P.11～14、P.18 ] 

既に活動している

市民団体の主な活

動を知りたい。 

[ P.8～9 ] 

何か市民活動をしたい

けれども、最初の一歩

が踏み出せない。 

[ P.10 ] 

協働相手の一般的な特性

を知っておきたい。 

[ P.16～17 ] 

協働を進める上で、

知っておくとよい考

え方があれば知りた

い。[ P.15 ] 
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１ まちづくりの新しいスタイル 

～なぜ“市民協働”がまちづくりのキーワードになったのか～ 

(1) これまでの市民参加のあり方 

まちづくりへの市民参加は、大きく分けて「参加」と「参画」に分類

できるといわれています。 

・ 社会的な影響や想定される被害の大きい問題に対する行政等の方針へ

の反対意見の表明から抗議活動等 

・ 行政が行うパブリックコメントや「声のポスト」での意見表明 

・ 行政が行う市民アンケートへの回答や市民説明会での意見表明 

・ 行政が設置した会議体（審議会、ワークショップ等）での意見表明  

・ 地域の問題に自らの時間・労力等をかけて関わる行動等 

（NPO、ボランティア団体、自治会等の市民活動等や行政との協働等） 

これまでの市民参加は、上の表でいう「参加」が主流で、あくまでも

実施主体は行政だという認識が前提でした。 

一方で、「参画」とは、NPO、ボランティア、自治会や企業等の様々

な市民主体が市民活動等を行ったり、行政へ提案や連携して実行したり

するまちづくり手法です。本書でいう市民協働もこちらに含まれます。 

 

  

[ 閑話休題 ]  参加（さんか）と参画（さんかく）の違い 

 「く（苦）」があるのが「参画（さんかく）」で、ないのが「参加（さんか）」だ

という説明の仕方があります。「参画」に伴う負担感や問題解決への主体性を

捉えたおもしろい説明だと思います。 

 確かに「参加」の方が敷居も低く活動の裾野も広げやすそうです。一方で「参

画」の方は達成感が大きそうですね。どちらが優れているということではあり

ませんので、ここではそういう言葉の使い分けもあることをご紹介させていた

だきました。 
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(2) 人口構造の見通しについて 

以下の表は、国の機関による地域別将来推計人口です。実際の清須市

の人口は、2019 年時点で 2020 年の推計人口を超えていますので、

人口のピークは、2030年以降になる可能性がありますが、人口推計の

傾向は、概ねこのままで推移すると思われます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後社会における各種施策は、右肩上がりの人口（特に 15 歳～64 歳の

人口の増加）と経済成長を前提としていました。行政は様々なサービスの

拡大に努め、民間企業は核家族化や個人の趣向の多様化に対応した各種

サービスを発達させました。 

ただし、これらのことは、地縁型コミュニティが求心力を失っていく

ことと「ゼロサムの関係」（※）にあったともいわれています。 

※ゼロサムとは、合計するとゼロになるという意味です。   
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0～14歳（清須市） 15～64歳（清須市）

65歳以上（清須市） 総人口（清須市）

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2018 年推計） 

9,535 9,545 9,250 9,054 8,863 8,748 8,559 8,279 7,953 7,638 7,388 

42,244 42,350 43,058 43,016 42,123 39,984 38,324 37,163 36,227 35,345 34,183 

15,548 16,332 16,288 16,384 16,921 18,345 19,197 19,487 19,282 18,695 
18,127 

67,327 68,227 68,596 68,454 67,907 67,077 66,080 64,929 63,462 
61,678 

59,698 
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　下表をご覧ください。これは本市の人口構造の

将来推計に関する早見表ですが、生産年齢人口

（15歳～64歳）が減少していく一方で、老年人口

（65歳～）の増加が見込まれています。これはわ

が国がかつて経験したことのない人口構造の変化

で、本市もその例外ではないことを示しています。

- 7 - 
 

(3) これから求められるまちづくり 

前述の時代背景を受けて市民ニーズの多様化・高度化が進み、地域の

つながりも希薄化する中で、行政又は市民だけでは解決できない地域

の課題に対して、適切に対応していく必要があります。 

市民ができることと行政ができることの両方の良さを発揮して相互

に補い合いながら、まちづくりを進めていくこと。それこそが、協働の

原点であり、これから求められるまちづくりです。 
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２ 市民協働をはじめるにあたって 

(1) 市民活動って？ 

市民協働の話に入る前に、市民活動について、簡単にご説明します。 

本書では市民活動を市民団体等による地域活動の総称とします。 

なお、指針では市民団体等を次のように定義しています。 

市民団体等 地域社会を構成する個人、自治会、NPO、企業、学校、 

ボランティア団体等 

市で把握している市内の市民団体等は、清須市社会福祉協議会（以下 

「社協」という。）市民活動ボランティアセンター登録団体を含めると

272（※）の団体が活動されています。 

※ 企画政策課調べ [ 平成 30（2018）年 9 月時点 ] 

 

 

 

  
市役所 

市社会福祉協議会 

団体 

団体 

団体

団体 

団体
団体

団体 

団体

 

団体 

何らかの形で市・社協と関わりながら活動

されている市民団体等 

市・社協と関わらずに活動されて

いる市民団体等 

団体 

団体 

団体

272 

 

 

市民団体等の活動分野は多岐にわたっており、

必ずしも専門的な知識や経験を必要とするもの

ばかりではありません。 

ここでは、主なボランティア活動の事例をご

紹介します。 

 

分野 主な活動例 

高齢者支援 ・ 高齢者施設、個人宅等での傾聴活動 

・ 高齢者施設お手伝い 

・ 独居老人等の昼食会 

障がい者支援 ・ 障がい等に関する講演会、障がい児の親の交流会 

・ 手話学習会や福祉実践教室等の協力 

・ 障がい児者への支援、生活指導（料理、貼り絵、カラオケ教師等） 

子育て支援 ・ 未就園児を持つ親子の友達作りの場を提供 

・ ハンドベル演奏活動、子育て支援活動 

・ 朗読、読み聞かせ（児童館、高齢者施設、市図書館） 

芸術・文化 ・ 施設やイベントで沖縄民謡・ポップを三線と唄でパフォーマンス 

・ 甲冑製作、清須市・清洲城のＰＲ 

・ 市内歴史遺跡の案内ガイド 

環境・美化 ・ 駅周辺清掃活動、資源ごみリサイクル活動等 

・ 新川浮遊ごみ除去、ＥＭ菌による水質浄化、河川環境美化啓蒙活動等  

・ ダンボールコンポストによるごみ減量、相談所開設、講習会開催 

防災・防犯 ・ 災害ボランティアセンター運営の補助 

・ 小学生等下校見守り、町内パトロール 

・ 地域清掃、地域防災手伝い等 

まちづくり ・ サロン、防犯防災パトロール、町内行事手伝い等 

・ 市内のイベント時や大型店舗で更生保護・非行防止等啓発活動 

・ バンブーコースター（竹製滑り台）等の作成、地域催事参加 

その他 ・ 使用済み切手、プリペイドカード、書き損じはがき、ベルマーク等の整理  

・ 安全な食についての情報交換、保存食づくり 

・ 心身健康法のセミナー実施、伝統文化紹介、食育に関する調理実習等  
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市民活動（ボランティア活動）をされている方々に活動を始められた

きっかけを伺っていますので、主なご意見をまとめました。 

市
民
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け 

知人の

勧誘 

信頼している知人から市民団体の活動を紹介され、軽い気持

ちで加入した。 

地域のためになるならと、近所付き合いの延長で誘いに応じ

た。 

経験 自身の子育てで困った経験をしたが、同じように困っている

保護者を見て活動を始めた。 

偶然 たまたま自治会役員をしていた時期に、行政から団体の立ち

上げを頼まれたことが縁で、自治会役員をやめてからも、ラ

イフワークとして継続している。 

使命感 ゴミの未分類排出の状況を見たり、地域の顔となる駅前清掃

の必要性を感じたりして、何か自分でもやれることはないか

と始めた。 

清須市で災害が発生した場合に必ず求められる活動は何かと

考えて始めた。東日本大震災を受けて、活動の必要性を確信

している。 

第２の

人生 

定年退職後にうまい酒を飲むためにはいい汗をかかないとい

けないと考え、仲間を集めてやりがいのあるテーマで何か地

域に貢献しようと始めた。 

あ 

市
民
活
動
を
始
め
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス 

◇ 活動を通じて、人の輪がひろがり、愉しみ（活動後のお茶会）もで

きた。 

◇ 家族の理解が大切。 

◇ 小さくてもきっかけが大切。世の中への感謝の心が行動のきっかけ

になったりもする。 

◇ 「何か活動を」と気構えずに、まずは地元の地域清掃や防災訓練へ

の参加からはじめてみては。 

◇ ボランティアはわがままでいい（やりたいことをムリのない範囲で

続けられればいいという趣旨）。 

◇ 無報酬の活動なので、楽しくないと続けられない。 

◇ 趣味と地域での市民活動は簡単に結びつかないかもしれないが、定

年後にかけがえのない仲間と出会えることは、それだけでも大きな

生きがいになると思う。 

市民活動は、あまり身構えずに、やりたいことをやれる範囲で始め

ることがコツのようです。  

- 11 - 
 

(2) 市民協働って？ 

さて、ここからは本書のタイトルにもある市民協働についてのお話

をさせていただきます。 

前ページまでは、市内の市民活動について、その概況をご覧いただ

きました。市民協働を考えていく上では、既にきめ細やかな市民ニー

ズに対応されている市民活動についての理解が欠かせないからです。 

では、これからお話をする市民協働とはどういう意味でしょうか？ 

指針では次のように定義しています。 

【市民協働】 

市民団体等と市が、それぞれの役割と責任を自覚し、共通の地域社会の課題を

解決するために補完・協力し合う活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市が市民参加・市民協働を推進するイメージ 

◆ 市はきっかけづくりや情報の発信等を通じて、イメージ図の各矢印の方向

に、各主体の活動が移行していくためのきっかけづくりや相互の情報共有・

交流に努めます。 

行政 
活動 

 
市民 

活動等 

 

市民協働：重なる部分 

図にすると、こんなイメージでしょうか。 



11- 10 - 
 

 

市民活動（ボランティア活動）をされている方々に活動を始められた

きっかけを伺っていますので、主なご意見をまとめました。 

市
民
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け 

知人の

勧誘 

信頼している知人から市民団体の活動を紹介され、軽い気持

ちで加入した。 

地域のためになるならと、近所付き合いの延長で誘いに応じ

た。 

経験 自身の子育てで困った経験をしたが、同じように困っている

保護者を見て活動を始めた。 

偶然 たまたま自治会役員をしていた時期に、行政から団体の立ち

上げを頼まれたことが縁で、自治会役員をやめてからも、ラ

イフワークとして継続している。 

使命感 ゴミの未分類排出の状況を見たり、地域の顔となる駅前清掃

の必要性を感じたりして、何か自分でもやれることはないか

と始めた。 

清須市で災害が発生した場合に必ず求められる活動は何かと

考えて始めた。東日本大震災を受けて、活動の必要性を確信

している。 

第２の

人生 

定年退職後にうまい酒を飲むためにはいい汗をかかないとい

けないと考え、仲間を集めてやりがいのあるテーマで何か地

域に貢献しようと始めた。 

あ 

市
民
活
動
を
始
め
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス 

◇ 活動を通じて、人の輪がひろがり、愉しみ（活動後のお茶会）もで

きた。 

◇ 家族の理解が大切。 

◇ 小さくてもきっかけが大切。世の中への感謝の心が行動のきっかけ

になったりもする。 

◇ 「何か活動を」と気構えずに、まずは地元の地域清掃や防災訓練へ

の参加からはじめてみては。 

◇ ボランティアはわがままでいい（やりたいことをムリのない範囲で

続けられればいいという趣旨）。 

◇ 無報酬の活動なので、楽しくないと続けられない。 

◇ 趣味と地域での市民活動は簡単に結びつかないかもしれないが、定

年後にかけがえのない仲間と出会えることは、それだけでも大きな

生きがいになると思う。 

市民活動は、あまり身構えずに、やりたいことをやれる範囲で始め

ることがコツのようです。  

- 11 - 
 

(2) 市民協働って？ 

さて、ここからは本書のタイトルにもある市民協働についてのお話

をさせていただきます。 

前ページまでは、市内の市民活動について、その概況をご覧いただ

きました。市民協働を考えていく上では、既にきめ細やかな市民ニー

ズに対応されている市民活動についての理解が欠かせないからです。 

では、これからお話をする市民協働とはどういう意味でしょうか？ 

指針では次のように定義しています。 

【市民協働】 

市民団体等と市が、それぞれの役割と責任を自覚し、共通の地域社会の課題を

解決するために補完・協力し合う活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市が市民参加・市民協働を推進するイメージ 

◆ 市はきっかけづくりや情報の発信等を通じて、イメージ図の各矢印の方向

に、各主体の活動が移行していくためのきっかけづくりや相互の情報共有・

交流に努めます。 

行政 
活動 

 
市民 

活動等 

 

市民協働：重なる部分 

図にすると、こんなイメージでしょうか。 



12 - 12 - 
 

 

では、何のために市民協働を行うのでしょうか？指針では、その協

働の目的を次のように定義しています。 

協
働
の
目
的 

① 市民サービスの向上 

② 市民主体のまちづくりの実現 

とはいえ、市民協働は、何か実現したいことがなければ始まりませ

ん。 

ですので、まちづくりで実現したいことができ、独力ではその実現

が難しいと思われた時は、ぜひ行政（市民団体等）との協働を検討し

てみてください。  

 

 

- 13 - 
 

(3) どういう時に、どうやって協働するの？ 

協働の検討にあたっては、下の図の「協働の形態」にあるように、

協働には様々な形態がありますので、市民・行政それぞれの強み等の

違いに注目して、最も効果的で実行しやすい形態を選びましょう。 

 

 

 強み 弱み 

個別のニーズにきめ細やかな

対応が可能 

対応可能な市民サービスの供

給力は、行政に比べて限定的 

市民サービスの公平性・安定

性等が高い 

個別の市民ニーズに十分応え

られない 
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協働を検討される際やご質問等がありましたら、下記までお気軽に

ご連絡ください。 
 

清須市企画部企画政策課 市民協働係 

アクセス：清須市須ケ口 1238 番地 清須市役所【南館１階】 

電話番号：052-400-2911（代表） 

    

  

[ 閑話休題 ] 「役所はお金がなくなったので、“協働”といいな

がら、市民に仕事を押し付けたいだけでしょ？」と

いう声 

 協働の必要性が説かれる一方で、全国的には単に役所の仕事を市民団体等へ

アウトソーシング（悪い場合は丸投げ）しただけの事例もあるようです。そ

ういう場面では、市民からタイトルのような声が出てきても、もっともな不

満かもしれません。 

 確かに行政の財政難はひとつの時代背景ですが、財政に余裕があっても協働

は推進しなければなりません。なぜならば、協働は「市民サービスの向上」

と「市民主体のまちづくり」のために進めるもので、市民が自らの得意分野

で公共を担うことでしか解決できないほど、社会が複雑化（ニーズが多様化・

高度化）していることこそ、協働が求められている真の時代背景だからです。 
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(4) 市民協働の心構え 

協働を始める際は、両者で目的を共有した上で、いつまでにどこま

で話を進めるかを決めておくと、物事を前に進めやすくなります。 

ここで、指針にも掲げている５つの協働の心構えをまとめておきま

しょう。 

① お互いの志（目指す地域社会の将来像）を共有し

ましょう。 

目的共有 

② 相手任せではいけません。自主性を発揮して役割

分担を決めましょう。 

自主性尊重 

③ お互いが“まちづくりの主役”として、パートナ

ーと対等に協力し合いましょう。 

対等な関係 

④ 双方の立場・特性を理解し合い、不足を補い合え

るよう信頼関係を築きましょう。 

相互理解 

⑤ 誰にでも公開して説明できるような方法で事業に

取り組みましょう。 

情報公開 

  

[ 閑話休題 ] 協働はデリケート 

 協働相手との関係性は、とてもデリケートで、かけている労力等がメリット

（への期待）を超えていると感じたときに、協働関係を続けようとする意志

が薄れやすいといわれています。 

 特に協働の初期段階は要注意で、ちょっとしたつまずきで話し合いを投げ出

したり、相手方への敬意を欠いた態度を取ってしまったりすることがないよ

うにしましょう。 

 少しでも行き詰まりを感じた時は、上記に掲げる協働の心構えに立ち返り、

ご自身が置かれている状況を確認してみてください。 
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(5) 市民協働の主体別（市民団体等・行政）にみる特性 

市民協働に関わる様々なまちづくり主体について、それぞれの一般
的な特性をご紹介します。 

 市民団体等 
行政 

（地方自治体） 
テーマ型コミュニティ 地縁型コミュニティ 

企業 
ＮＰＯ・ボランティア等 自治会等 

組織

理念 

ミッションの

実現 

コミュニティ

の維持 

利益の維持・

拡大 

公共サービス

の提供 

行動

原理 

共感 慣習 競争 法令 

受益

範囲 

部分的 地縁的 選択的 全体的 

意思

決定 

理事会 

役員会 等 

役員会 等 株主総会 

取締役会 等 

議会 

庁議 等 

主な

行動

特性 

自発性（使命感） 

融通性 

依存性 

社会貢献（奉仕）

自己都合 

互助性 

自立性 

前例主義 

能率性 

機動性 

売上主義 

CSR（企業の社会的責任） 

CSV（共有価値の創造） 

公平性 

画一性 

前例主義 

減点主義 

何かを協働で取り組む際に、各主体の特性を理解しておくと、相手

方の言葉の趣旨や背景等を認識する上でとても役に立ちます。 

協働を始める際のポイントは、双方の思いのマッチングですから、 

相手方の言葉の趣旨や真意が理解できることは、コミュニケーション

レベルでのつまずきを回避して、信頼関係を醸成する上で、とても大

切な土台となります。  
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もし仮に特性の「違い」が原因で相手方に不信感を抱いた場合、具体

的なトラブルへと発展する前に素早くケアしましょう。 

持ち味が違う方々で協力する場面ですから、相互の長所を生かし、不

足を補い合う視点でしっかりとコミュニケーションを取りましょう。 

  

市民協働は、双方の特性に「違い」があるからこそ、今までにない
まちづくりができる手法なのです。 

    

  

市民団体等 行 政 

「行政は融通が利かないなぁ。

ほんのちょっと協力してくれ

るだけでいいのに」 

「この方々は自分たちの思い

だけで行動されていて、  

計画性も薄いなぁ」 

                 

そんな時こそ、本書に

立ち返ってください。 



17- 16 - 
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(6) 市民協働の効果（目的）と留意点 

市民協働の効果（目的）は、簡潔にいえば「市民サービスの向上」

と「市民主体のまちづくりの実現」の２点です（12 ページ参照）が、こ

こでは市民団体等・市（行政）それぞれの目線から市民協働の効果

（目的）と協働時の留意点をまとめておきたいと思います。 

 効果（目的） 協働時の留意点 

◇ 市民目線のまちづくりが実現できる。 

◇ 行政の社会的信用を活用できる。 

（「市も応援している取り組み」等の

ように、対外的な説明がしやすくな

ります。） 

◆ いわゆる「行政

の下請け化」

（※）に陥らない

こと。 

※ 市民団体等が公的

資金等に依存し自

立性を失うこと。

行政目線では、協

働事業を安易なコ

ストカットの手法

とみなすこと。 

◇ 市民団体等が提供するサービスによ

り、市民のニーズにきめ細かく機敏

に対応できる。 

◇ 行政職員が市民目線を共有すること

で、地域の課題や事情を改めて認識

し直す契機となり、執務知識を広げ

られる。 

◆ 必要に応じて、

素早く部局の横

断的な連携を図

ること。 

◆ 個別ニーズ（特

定の地域や市

民）等への柔軟

な視点を持つこ

と。 

これらの効果と留意点を共有しつつ、同じ目的に向かって取り組み

ながら、双方がパートナーとしての関係を築いていくことが、地域社

会の様々なニーズを解決していく力を育むことにつながります。 
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３ これからの地域社会を見据えて 

市民協働は全国で様々な試みが行われていますが、今のところ、これが

正解というプロセスはありません。 

今後、地域社会が求めるサービスを行政単独で増やし続けることはでき

なくなる時代にあっても、明るい将来展望を持って、まちづくりを進めて

いくために、本書を通じて市民協働という選択肢があることをお知りいた

だければ幸いです。 

行動を起こすきっかけはどこにでもあります。本書でもご紹介している

ように、ボランティアの方々は、小さなきっかけを大切にして、やりたい

ことをやれる範囲で始められています。 

“わたしたちのまち”清須市をよりよい地域にしていくため、できるこ

とから一緒に取り組んでみませんか。 
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【清須市協働テラスのご案内】 

清須市では様々なまちづくり主体や市民活動に関心のある市民が集って、地域の

課題や情報を共有し、地域全体で市民参加・市民協働を推進するために「清須市

協働テラス」を開催します。市民活動未経験者の方も大歓迎です。 

お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。 

電話 052－400-2911（市役所代表） 

URL http://www.city.kiyosu.aichi.jp/shisei_joho/shisei_sanka/shiminkyodo/kyodo-terrace/index.html 
詳しくは 

ＷＥＢサイトを 

ご覧ください 

清須市市民協働 

マイプラン 

清須市協働テラス 検 索 


